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上粕屋・子易遺跡の発掘調査 
 

伊勢原市子易に所在する上粕屋・子易遺跡（13-11 工区）は、中日本高速道路株式会

社による新東名高速道路建設に先立ち 2016（平成 28）年６月 16日より発掘調査を実施

しています。 

遺跡からは、これまでの調査で、古墳時代から近世までの各時代の遺構や遺物が発見

されています。 

遺跡が立地する鈴川左岸の段丘上には古墳群が存在することが知られていて、今回の

調査では２基の古墳が見つかりました。いずれも墳丘は失われていましたが、石室や周

溝の一部が確認されました。１号墳は石室の床面から石積みが残存していて、石室全体

の状況がうかがえます。２号墳は石室の残りはよくありませんでしたが、周溝が発見さ

れ古墳の規模を推測することができました。また、石室内から耳環が出土しました。 

 

 

 

古墳の石室を発見 
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 赤丸は、今回の調査で発見された遺構・遺物のおおよその時期を示しています。 

①Ｋ１号石列（青丸） 

１号墳の石室（赤丸）の上部で発見されました。 

石は４段積まれていましたが、裏込めは認められ

ませんでした。地境を示すために設けられたと思

われます。 

 
 

発見された遺構（古代～近世） 
近世は畝状遺構・段切り・硬化面・竪穴状遺構・土坑・ピット、中世は土坑・ピット、

古代は溝状遺構・硬化面・焼土址・土坑・ピットなどが発見されました。居住に関連す

るような遺構は見つかっておらず、古代以降は畑地として利用されていたと思われます。 

 

③Ｈ５・10号溝状遺構 

１号墳と２号墳の間で発見されました。古墳

の周溝と重複し、周溝より新しいことが判明し

ています。５号溝の底部からは砂利とともにや

や大型の礫が多数検出されました。遺物は土師

器・須恵器・縄文土器・獣歯などが出土しまし

た。  

②中世出土遺物 

中世の遺構はあま

り発見されませんで

したが、遺物は舶載陶

磁器や常滑窯の甕の

破片、北宋銭などが出

土しました。 

① 

 

上粕屋・子易遺跡は、小田急線伊勢原駅の北西約 3.5 ㎞に位

置し、鈴川左岸の段丘上に立地しています。 

1号墳石室 

写真上のやや大きな石が奥壁で

す。石室の規模は幅が約 1.3ｍ、長

さが約 3.4ｍを測ります。 

② 

 

「地域の特色ある 

埋蔵文化財活用事業」 

③ 

＊報告している内容はまだ発掘中のものですので、今後の調査の進展により変更になる場合があります。 

 

10号溝 5号溝 

上粕屋・子易遺跡 

小田急線伊勢原駅 



 


